
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６４３

基盤研究(C)

2014～2012

新規脂質メディエーター受容体の生理的及び病態生理的役割の解明

Physiological and pathophysiological roles of a novel lipid mediator receptor

４０１３０００９研究者番号：

杉浦　隆之（SUGIURA, TAKAYUKI）

帝京大学・薬学部・教授

研究期間：

２４５９００９７

平成 年 月 日現在２７   ６   ５

円     4,100,000

研究成果の概要（和文）：GPR55は、1999年にクローニングされたGタンパク質共役型の受容体であり、リゾリン脂質の
一種であるリゾホスファチジルイノシトール（LPI）に対する特異的な受容体である。今回の研究で、GPR55は免疫系の
組織に高い発現が観察された。リンパ球においては、T細胞及びB細胞において高い発現が見られた。また、LPIは、B細
胞株の抗体分泌や細胞増殖を促進させた。これらのことからLPIは、GPR55を発現している免疫担当細胞に作用して、免
疫の調節等に関与している可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：GPR55 is an orphan G protein-coupled receptor and a putative novel type of 
cannabinoid receptor. Its endogenous ligand is lysophosphatidylinositol (LPI). This study revealed that 
high levels of GPR55 mRNA were observed in the immune organs such as spleen and lymph nodes. The 
expression of GPR55 mRNA in the immune cells was examined. High levels of GPR55 mRNA expression were 
observed in T and B cells. LPI enhanced the IgG secretion from B cell lines and prompted the 
proliferation via a GPR55 dependent manner. It seems possible that GPR55 plays important physiological 
and/or pathophysiological roles in the function of the immune system.

研究分野：医歯薬学

キーワード： リゾリン脂質　脂質生化学
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リガンド 第 37 回日本神経科学大会、
2014 年 9 月 12 日パシフィコ横浜（神奈
川県横浜市）シンポジウム 
 
⑦ 杉浦隆之 他 G タンパク質共役型受容
体 GPR55 のマウス各種組織における発現
分布 日本薬学会第 134 年会、2014 年 3
月 28 日、熊本市総合体育館（熊本県熊本

市） 
 
⑧ 杉浦隆之 他 ヒトリンパ芽球 IM-9 の
増殖に及ぼすリゾホスファチジルイノシ
トールの影響 日本薬学会第 134 年会、
2014 年 3月 28 日、熊本市総合体育館（熊
本県熊本市） 
 
⑨ 杉浦隆之 他 G タンパク質共役型受容
体 GPR55 の免疫系の細胞における発現 
第 86 回日本生化学会大会、2013 年 9 月
11 日パシフィコ横浜（神奈川県横浜市） 
 
⑩ 杉浦隆之 他 G タンパク質共役型受容
体 GPR55 の内在性リガンド・リゾホス
ファチジルイノシトール（LPI）の
LC-MS/MS による定量 第 86 回日本生
化学会大会、2013 年 9 月 11 日パシフィ
コ横浜（神奈川県横浜市） 
 
⑪ 杉浦隆之 他 培養白血病細胞 IM-9 の
増殖に及ぼすリゾホスファチジルイノシ
トールの影響 第 86 回日本生化学会大
会、2013 年 9月 11 日パシフィコ横浜（神
奈川県横浜市） 
 
⑫ 杉浦隆之 他 免疫細胞における G タン
パク質共役型受容体 GPR55 の発現 第１
4 回 Pharmaco-Hematology Symposium 、 
2013 年 6 月 1日、日本薬学会長井記念ホ
ール（東京都渋谷区）  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
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